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9. 研究実績の概要

　本年度（二年目）は、神戸・連続児童殺傷事件の活字メディア分析に引き続き取り組み、年度末に論文として刊行された。論文には
、一年目における二つの研究計画、すなわち「新聞メディアにおける「ニュース・フレーム」の形成過程と相互影響性」「雑誌メディ
アにおける「ニュース・フレーム」の形成過程と相互影響性」の二計画に関して、前者については前年度に調査した全国紙に加え、神
戸の地元紙『神戸新聞』を新たに加えて全国紙・地方紙間の紙面構成の比較を行った。後者については、新聞紙面構成の比較結果を踏
まえてやはり比較を行った。本年度における当初課題であった「少年犯罪報道の2000年代、2010年代の活字メディア分析」についても
、論文冒頭に調査結果を繰り込み、当初の計画を達成することができた。
　併せて、アウトリーチ的な活動として、ウェブ媒体『現代ビジネス』（講談社）において、本研究の成果の一部を一般向けに提供す
る小連載を行った。三回の連載内容は、少年犯罪報道の戦後史、神戸・連続児童殺傷事件の再分析、犯罪報道の国際比較であり、それ
ぞれ四万～八万ページビューを稼いだことから、一定の成果をあげたといえる。
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